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住民の地域環境意識を促すサウンドスケープ・デザインに
関する研究 
～兵庫県丹波市柏原町を対象に～ 
 
村田 真梧 
【修士論文概要書】 
【要旨】 
視覚文化に偏っている近年のまちづくりに対して、新たな視点を示すサウンドスケープ概念に着目した。
調査対象地に、兵庫県丹波市柏原町の城下町かいばらエリアを設定した。研究方法として、まず柏原の音
を把握するために、器械的記録、文献調査、意識調査を行い、城下町かいばらサウンド・マップと柏原サ
ウンドスケープ変遷を作成した。これにより、これまでの音資源の音源と変化、また自動車走行音が他の
音を聞こえにくくしていることが明らかになった。以上より得られた音事象から、提案に活用できそうな
ものを選び、スピーカー出力で住民に聴いてもらい、15 組の形容詞対で評価してもらった。まとめとして、
本研究におけるサウンドスケープ・デザインの「音をへらす」「音をふやす」「音をのこす」という 3 段階
の捉え方に則り、城下町かいばらのより良い音環境を目指す提案をする。 
 
キーワード：サウンドスケープ、サウンドスケープ・デザイン、中心市街地、音をへらす、音をふやす、
音をのこす 
 
1. 研究の背景・目的・方法 
 
 近年のまちづくりは、景観整備などの視覚的アプローチに偏っている。認定中心市街地
活性機基本計画では多くが環境・景観＝視覚的と捉えられていた。一方、聴覚や嗅覚に着
目すると、騒音・悪臭規制といったネガティブ要素の排除段階に留まっている。しかし、
人間は五感を通して空間を経験する生き物である。他の感覚を蔑ろにせず、むしろ活かす
ものがあってもいいのではと考える。 
そこで着目したのが、都市環境の新たなる視点として誕生したサウンドスケープ（音の
風景）である。サウンドスケープとは、カナダの作曲家 R・マリー・シェーファー（1933
年～）が提唱した概念である。Sound（音）と~scape（～の眺め）の複合語で、日本語では
「音の風景」「聴覚的景観」と訳される。視覚的景観を意味するランドスケープ(Landscape)
に対して生まれ、視覚文化に偏りがちな世間に対し警鐘を示すもので、聴覚文化の重要性
を説いている。 
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また、本研究の題目となっているサウンドスケープ・デザインとは、音環境、すなわち
サウンドスケープの美的な質を改善するために現状の音環境やそれを取り巻く周辺環境に
適したものを目指すもので、シェーファーは原理として「特定の音の削除や規制（騒音規
制）」、「新しい音の追加・検討」「特定の音の保存（標識音）」を経て、魅力的な音環境の創
造に繋がるとしている。また、小松正史はサウンドスケープ・デザインの方向性として、
不快な音を削減する「マイナス」、空間の響きを調節する「ハコ」、必要な音を付加する「プ
ラス」の 3 つの事項に分けて説明している。以上を踏まえ、本研究では「音をへらす」「音
をふやす」「音をのこす」の 3 段階で考えることとする。 
研究目的は、周辺の環境に意識を向け自分たちの住むまちをより深く知ってもらうこと、
聴覚起点で物事を考える機会を付与すること、音資源を地域ブランドとして捉え新たな付
加価値を創造することとする。 
研究方法は、小松正史のプロセスを参考に組み立てた。手順は、まず①音の把握として
器械的記録、文献調査、意識調査を行う。次に、②デザインとして活用できそうな音を住
民に聴いてもらい評価をしてもらう。その後、まとめ（提案）とする。器械的記録では対
象地域を IC レコーダーを持ち歩き、文献調査では市町史と文学作品を読み、意識調査はヒ
アリングと記述式アンケートを行う。音聴きは、スピーカーから出力された音を 15 組の形
容詞対で評価してもらうものである。まとめは、「音をへらす」「音をふやす」「音をのこす」
に則るものである。 
 
2. 対象地域 
 
 対象地域を、兵庫県丹波市柏原町の城下町かいばらエリアに設定した。理由として、中
心市街地活性化基本計画の基本理念で音に触れており、まちは歴史的情緒と自然が溢れて
おり、かつ標識音が多く存在し、サウンドスケープ研究に適した場所だと考えたためであ
る。丹波市中心市街地活性化基本計画は、現在第 2 期の最中（2016～2021 年）で、基本理
念を、『「時の太鼓が響き、“ロマン城下町かいばら”の創造」～丹波の魅力を発信し、集客
と生活の基盤を創造するまちづくり～』と掲げている。これは、太鼓の音がとどくコンパ
クトでにぎわいあるまちづくりを推進することを表現しており、太鼓や音環境に言及して
いる事項はない。 
 
3. 調査結果①音把握 
 
 それぞれの実施日時は、器械的記録（使用機器：Panasonic RR-XS460）とヒアリングが
2016 年 8 月 6 日、10 月 10 日、11 月 15 日、記述式アンケートが 2017 年 9 月 28 日である。
また、文献調査では『柏原町誌』と『水月詠藻』を対象とした。 
器械的記録では、自動車走行音や川のせせらぎ、イベント音など一般的な音が多く録れ
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た。意識調査では、子供たちの遊ぶ声が少なく寂しい、まちで太鼓が響いてほしい、川や
鐘が自動車走行で聞こえにくいなどの声をいただいた。文献調査では、昔は自然音に溢れ、
特に鳥類は多種多様に見られたことが分かった。また、太鼓が柏原へ持ち込まれたのが江
戸時代で、役割を変えながらも残ってきたことなども判明した。 
以上の結果を記したものが、城下町かいばらサウンド・マップと柏原サウンドスケープ
変遷である。城下町かいばら内のあらゆる場所で自動車走行音が聞こえ、他の音を聞こえ
にくくしていること、柏原における過去から現存までの音の変遷が分かる。 
図 1. 城下町かいばらサウンド・マップ 
 
 
表 1. 柏原サウンドスケープ変遷 
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4. 調査結果②音聴き 
 
 音聴きの実施日時は 2017 年 9 月 28 日で、参加者は 32 名だった。音事象として第 3 章よ
り得られたものの中から、まとめ（提案）に使えそうな音を 10 種類選び、スピーカー（使
用機器：BOSE SoundLink Micro Bluetooth speaker）で出力した。それらを被験者に聴いても
らい、15 組の形容詞対で評価してもらった。 
 
音事象 
文化音＿つつじ太鼓、銅鐘（柏原八幡宮）、木魚、柏原おどり 
自然音＿川のせせらぎ、川の強い流れ、葉擦れ、鳥の鳴き声（スズメ） 
交通音＿自動車走行、踏み切り 
 
形容詞対 
静かな―うるさい、快適な―不快な、明るい―暗い、綺麗な―汚い、暖かい―冷たい、 
賑やかな―寂しい、自然な―人工的な、開放的な―閉鎖的な、 
その場にい続けたい―その場から離れたい、柏原らしい―どこにでもある、 
情景が思い浮かぶ―情景が思い浮かばない、落ち着く―いらいらする、潤った―乾いた、 
涼しい―暑苦しい、楽しい―悲しい 
 
グラフ 1. 文化音の評価            グラフ 2. 自然音の評価 
 
グラフ 1 は、文化音の評価を示したものである。太鼓と柏原おどりがポジティブ、銅鐘
もややポジティブ因子に寄り、木魚は「暗い」「寂しい」イメージを持たれた。太鼓と柏原
おどりは「柏原らしい」因子に寄っているものの、現在の柏原で耳にする機会は少ない。 
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グラフ 2 は、自然音の評価を示したものである。川のせせらぎと鳥の鳴き声が「どこに
でもある」因子以外の 14 組でポジティブ、葉擦れがややネガティブ、川の強い流れがネガ
ティブ因子に寄った。 
また、交通音の評価を示したものは、自動車走行及び踏み切り両方がネガティブ因子に
寄り、似たような結果となった。 
 
5. まとめ（提案） 
 
 4 章で得られたことを踏まえて、「音をへらす」「音をふやす」「音をのこす」についてま
とめる。コストは考えないものとする。 
 耳障りな音である自動車走行音をへらすためには、速度と通行量をへらす必要がある。
ハード面では、コミュニティ道路を導入する。コミュニティ道路とは、人と車の共存を図
るために考え出されたもので、蛇行させるためのクランクや、車道面を盛り上がらせるハ
ンプ、植栽などを含んだものである。ソフト面では新しい交通安全モデルを策定する。1968
年 4 月に、兵庫県下初の交通安全モデルに柏原町が指定されたのだが、対象区域は柏原駅
周辺であった。これを、城下町かいばらを含む新しいものに作り変えるということである。
主な内容は、自動車の進入制限である。柏原町では、祭祀などイベント時には自動車の進
入制限が設けられ、歩行者の安全が確保されており、これを緩和したものを平時に採用す
る。 
 心地よい川のせせらぎ音をふやすために、川路整備を提案する。城下町かいばらを流れ
る川の現状は、川上の草木は乱雑な状態で、柏原記念病院付近の川下はせせらぎ音があま
り聞こえない。住民参加による、道中の美化活動はあるのだが、これらを水空間エリアま
で拡大し、綺麗な水がスムーズに流れるよう施す。また、川中に当たる県指定天然記念物
の木の根橋には石段が設けられ、下を流れる奥村川へ降りられる仕様となっており、子供
たちや観光客の姿が見られた。川上と川下も、人が訪れたくなるものにしたい。 
 地域文化を象徴する音をのこすためには、住民により音に触れさせることが重要である。
太鼓に関して、同丹波市氷上町では教室が催されている一方、柏原では大人数名の趣味に
留まっている。そこで、同じように太鼓教室を開催することに加えて、地域文化を学ぶ教
育の一環として学校授業への導入を提案する。柏原おどりに関しても、教育だけでなくス
ピーカーや時報に活用することで、日常的に住民が耳にする機会が増える。また、これら
の音が失われないように資料館でアーカイブ化することも考えられる。 
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6. 今後の展望と課題 
 
 本研究では、兵庫県丹波市柏原町の城下町かいばらエリアを対象としたサウンドスケー
プを調査し、柏原の音を住民の方々に聴き評価してもらい、提案をした。IC レコーダーを
持ち歩き録音している際、自動車が観光案内所付近カーブや関西学院大学柏原スタジオ前
の通学路を速く走行している姿を目撃し、危険であると感じたと同時に、自然の音や寺社
の鐘の音が聞こえにくくなっている現状を解決したく、本研究に至った。 
 また、柏原を象徴とする「太鼓」に関して、太鼓櫓及びロボット太鼓両方とも、現状視
覚的（シンボリックな）役割のみ果たしており、本来の姿を楽しみに訪れた観光客が残念
そうに帰る姿も目撃しており、再度中心市街地活性化基本計画の基本理念に立ち返り、考
え直す必要がある。 
 今後の展望としては、多くの人にサウンドスケープ活動に触れてもらうことが望まれる。
住民に話を伺った際に、音環境について今まで考えたことがなかったという意見を多数い
ただいた。今回の活動が、柏原の方々が自分たちのまちを改めて見直し、様々な観点から
環境を捉え、行政依存ではなく住民参画でまちづくりに取り組もうとするフックになれば、
幸いである。 
また今後の調査課題として、音聴き体験の参加人数をふやす及び性別・年代に偏りなく
集まってもらうこと、聴取環境への配慮などが挙げられる。 
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